
   平成２９年度学校運営計画書 

 

学校名 和歌山市立岡崎小学校    校長名  村上 和彌    作成日  平成２９年９月１９日  
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本
年
度
の
重
点
目
標 

・教育目標の具現化に向けた

取組を行うために、地域先

達との協働による児童への

指導・支援にあたる。 

・保護者や地域との信頼関係

を深めるとともに、地域の

関係団体等とも連携し、児

童の健全育成に努める。 

・道徳教育を柱に、教育活動全

体を通じて、「豊かな心をも

ち、よりよく生きようとする

子ども」を育成する。 

・自分を大切にするとともに、

他の人の良さに気づき、大切

にしようとする心を育み、人

権意識を高める。 

・「楽しく、わかる授業」をめ

ざし、子供を大切にした授業

を行う。 

・知識・技能の確実な習得と、

思考力・判断力等の育成を図

る。  

・生活習慣を身につけさせ、き

ちんと学習に臨む姿勢を養

う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
方
策 

・学年・学校便りや学校ホー

ムページを活用した情報発

信を積極的に行い、保護者

や地域の方の理解と協力を

得る。 

・保護者や地域の方に授業参

観や学校行事等の周知を行

い、児童の学校生活や教育

活動等を知ってもらう機会

を多くもつ。 

・保護者が学校に相談しやす

い環境をつくり、家庭と連

携を密にして児童の育成に

取り組む。 

・老人クラブとのふれあいや

日ごろお世話になっている

方への感謝の集会を開催

し、地域の方々との交流を

積極的に進める。 

・挨拶、返事などが定着するよ

うに、繰り返し児童へ指導す

るとともに、学級懇談会、学

年だより等を通じて保護者

への啓発を進め、協力を促

す。 

・道徳的実践意欲・態度など豊

かな道徳性を身につけ、学習

したことが日常生活に結び

ついていくように、道徳の時

間を充実させるとともに、教

材選定や指導方法について

研究を進める。 

・縦割り活動を充実させ、異年

齢の役割を意識して支え合

うとともに、何事にも意欲的

に取り組める心豊かな子供

を育てる。 

・全国学力学習状況調査の結果

を分析し、課題解決に向けた

取り組みを実施する。 

・各学年１回ずつの道徳の研究

授業とともに、国語・算数の

校内研究授業を春・秋の２回

実施し、子供たちの課題や教

員の指導方法などについて

検証、研究を進める。 

・学習タイムや放課後のフォロ

ーアップの時間を活用し、基

礎的・基本的な学力の定着を

図る。 

・体力・運動能力テストの結果

を踏まえ、健康の保持や体力

の向上を図るための取組を

行う。 

・早寝、早起き、朝ご飯などの

基本的生活習慣を身につけ

させるため、家庭と連携して

指導を行う。 

確かな学力 豊かな心 開かれた学校 

学校教育目標 

強いからだと豊かな心を養い、最後までよく考え、意欲的に生きる子どもの育成 

おもいやりのある子 

自然や文化を愛し、

お互いを尊重するこ

とができる子供 

かんがえる子 

自ら学ぶ意欲を持ち、

筋道を立てて考える

ことができる子供 

さきに行動する子 

見通しをもち、正し

く判断して計画的に

行動できる子供 

きたえる子 

運動に親しみ、困難に

対して粘り強く頑張

ることができる子供 


